
わ
が
国
一
六
世
紀
以
降
に
お
け
る
漢
籍
医
書
の
受
容
・
普
及
の
研

究
は
、
和
刻
本
の
出
版
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
な
し
に
は
始
ま
ら
な

い
。
『
黄
帝
内
経
』
の
和
刻
本
は
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
○
八
）
刊

『
黄
帝
内
経
素
問
註
証
発
微
』
、
翌
年
刊
『
同
霊
枢
註
証
発
微
』
（
馬

玄
台
注
、
梅
寿
刊
古
活
字
版
、
後
印
の
異
植
字
版
も
あ
る
）
を
も
っ

て
嗜
矢
と
し
、
つ
い
で
元
和
間
の
『
重
広
補
注
黄
帝
内
経
素
問
」

（
新
校
正
注
、
周
日
本
に
よ
る
古
活
字
）
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）

の
前
記
『
註
証
発
微
』
覆
刻
本
（
道
伴
刊
整
版
）
等
が
あ
る
。

し
か
し
、
大
量
に
印
刷
さ
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
広
く
流
布
し

活
用
さ
れ
た
『
黄
帝
内
経
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
何
と
い
っ
て
も
次
の

二
種
で
あ
る
。

①
『
重
校
補
註
黄
帝
内
経
素
問
』
（
新
校
正
注
、
熊
宗
立
本
）
『
新

刊
黄
帝
内
経
霊
枢
』
（
周
日
本
）
合
刻
本
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

類
経
本
『
素
問
』
『
霊
枢
』
の
付
訓
編
刊

者
に
つ
い
て

小
曽
戸
洋

吉
弘
玄
価
践
刊
本
。

②
『
黄
帝
内
経
素
問
』
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
合
刻
本
（
各
九
巻
、

無
注
本
）
。

右
の
二
種
の
う
ち
、
①
は
そ
の
吉
弘
玄
価
（
元
常
、
一
六
四
三
’

九
四
）
の
賊
に
よ
る
と
、
そ
の
師
饗
庭
東
庵
（
一
六
一
五
’
七
三
）

の
付
訓
に
な
る
も
の
で
、
底
本
や
刊
行
年
も
判
然
と
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
②
は
末
尾
に
「
京
二
條
風
月
荘
左
衛
門
」
と
あ
る
の
み

で
、
刊
年
・
序
政
は
ま
っ
た
く
な
く
、
そ
の
出
版
経
緯
に
関
し
て
は

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

本
版
（
②
）
は
従
来
「
類
経
本
素
問
霊
枢
」
と
俗
称
さ
れ
る
。
そ

れ
は
本
版
が
張
介
賓
『
類
経
』
の
和
刻
本
（
和
刻
本
は
一
種
の
承
）

と
ま
っ
た
く
版
式
を
同
じ
く
し
、
し
か
も
匡
郭
頭
注
に
「
摂
生
類
こ

と
い
っ
た
標
記
を
施
し
、
和
刻
「
類
経
』
と
の
相
互
検
索
の
便
が
は

か
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
本
版
の
文
章
は
従
来
の
『
素
問
』

『
霊
枢
』
の
経
文
に
拠
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
『
類
経
』
の
経
文
か
ら

復
元
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
本
版
が
日
本
人

の
編
集
に
な
る
も
の
で
、
和
刻
『
類
経
』
と
と
も
に
同
一
人
物
に
よ

っ
て
付
訓
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

和
刻
『
類
経
』
に
刊
記
序
賊
が
あ
れ
ば
、
そ
の
経
緯
が
判
明
す
る
は
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ず
で
あ
る
が
、
同
書
に
も
そ
れ
は
な
い
。
日
本
に
お
け
る
『
黄
帝
内

経
」
の
普
及
を
促
し
た
本
版
お
よ
び
『
類
経
』
の
両
版
の
付
訓
編
刊

者
は
誰
か
。

東
条
琴
台
原
撰
の
『
先
哲
叢
談
続
編
』
（
天
保
頃
成
、
一
八
八
四
刊
）

の
鵜
飼
石
斎
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

万
治
寛
文
之
間
、
錐
有
学
者
、
銀
於
獲
害
、
不
論
経
史
百
家
与

医
卜
釈
老
、
概
以
舶
来
者
、
充
其
考
援
。
故
翻
刻
之
者
、
不
及
於

元
禄
宝
永
以
後
易
於
下
手
。
石
斎
能
識
時
態
、
以
翻
刻
有
用
書
為

先
務
。
至
今
坊
間
所
行
、
称
石
斎
訓
点
者
、
…
張
介
賓
素
問
類
経
、

王
肯
堂
証
治
準
縄
…
等
、
無
慮
数
百
千
巻
、
皆
行
千
世
。

「
張
介
賓
素
問
類
経
」
の
表
現
は
正
確
さ
を
欠
く
が
、
こ
れ
が
当

該
両
版
を
指
す
こ
と
は
毫
も
疑
い
な
い
。
さ
ら
に
、
林
春
斎
の
『
倭

版
書
籍
考
』
（
一
六
五
二
刊
）
の
類
経
の
項
に
「
．
：
点
者
洛
陽
鵜
飼

石
斎
」
と
あ
る
の
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

鵜
飼
石
斎
（
一
六
一
五
’
六
四
）
、
名
は
信
之
、
字
は
子
直
。
江

戸
の
人
。
那
波
活
所
（
一
五
九
五
’
一
六
四
八
）
門
下
の
俊
英
で
、

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
尼
崎
藩
の
青
山
幸
利
に
仕
え
、
万
治
三
年

（
一
六
六
○
）
致
仕
。
京
都
で
講
説
を
な
し
た
。
寛
文
四
年
没
。
医

学
関
係
の
著
述
に
『
運
気
論
句
解
』
が
あ
る
。
ま
た
『
先
哲
叢
談
続

編
』
の
記
載
か
ら
、
和
刻
本
『
証
治
準
縄
』
（
寛
文
十
・
十
三
年
刊
）

が
石
斎
の
付
訓
に
か
か
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

石
斎
の
師
・
那
波
活
所
は
藤
原
慢
窩
（
一
五
六
一
’
一
六
一
九
）

の
弟
子
で
、
そ
の
同
門
に
堀
杏
庵
・
林
羅
山
・
松
永
尺
五
が
い
る
。

堀
杏
庵
（
一
五
八
五
’
一
六
四
二
）
は
当
時
の
最
新
医
書
で
あ
っ
た

『
素
間
霊
枢
註
証
発
微
』
に
着
目
し
、
馬
玄
台
の
説
を
究
め
、
門
弟

に
講
義
し
た
。
杏
庵
の
医
学
の
師
は
曲
直
瀬
正
純
で
あ
る
。
同
門
に

林
市
之
進
（
一
六
○
七
’
七
○
）
が
い
て
、
市
之
進
と
親
交
の
あ
っ

た
饗
庭
東
庵
は
先
述
の
ご
と
く
新
校
正
注
本
に
付
訓
を
な
し
て
い

る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
各
人
を
結
ぶ
さ
ま
ざ
ま
の
糸
が
見
え
て
く

る
。

「
類
経
』
が
中
国
で
出
版
さ
れ
た
の
は
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）

の
こ
と
で
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
て

紅
葉
山
文
庫
に
入
っ
た
こ
と
が
『
御
文
庫
目
録
』
に
見
え
て
い
る
。

一
類
経
』
は
『
註
証
発
微
』
に
続
い
て
入
っ
て
き
た
当
時
最
先
端
の

『
黄
帝
内
経
』
の
研
究
書
で
あ
っ
た
。
『
内
経
』
研
究
の
流
れ
は
馬
玄

台
か
ら
張
介
賓
説
へ
と
移
る
。
石
斎
は
い
ち
は
や
く
『
類
経
』
に
付

訓
を
な
し
、
か
つ
ま
た
『
類
経
』
の
経
文
を
解
体
し
て
『
素
問
』
『
霊

枢
』
を
再
編
成
す
る
と
い
う
奇
抜
な
作
業
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
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『
類
経
』
の
経
文
は
、
張
介
賓
の
考
え
に
従
っ
て
文
字
を
変
え
た

と
こ
ろ
が
ま
ま
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
類
経
本
『
素
問
』
『
霊
枢
』
で

学
ん
だ
人
為
は
張
介
賓
の
眼
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
『
内
経
』

を
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
両
版
（
『
素
霊
』
と
『
類
経
』
）
の

刊
行
年
次
は
特
定
で
き
な
い
が
、
付
訓
作
業
は
石
斎
の
没
す
る
寛
文

四
年
以
前
、
出
版
は
寛
文
年
間
に
違
い
な
か
ろ
う
。
ち
な
ゑ
に
寛
文

十
・
十
三
年
刊
の
『
証
治
準
縄
」
と
そ
の
彫
刻
字
体
は
酷
似
し
て
お

り
、
同
一
刻
工
グ
ル
ー
プ
の
開
彫
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

演
者
は
二
十
数
年
来
、
ケ
シ
の
日
本
へ
の
渡
来
に
関
し
て
の
研
究

を
続
け
て
き
た
。
そ
れ
は
ケ
シ
を
一
成
分
と
す
る
津
軽
一
粒
金
丹
が

津
軽
地
方
で
製
造
さ
れ
、
全
国
的
に
も
有
名
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

う
（
》
Ｏ

こ
れ
ま
で
の
研
究
者
の
研
究
は
、
断
片
的
で
あ
り
、
し
か
も
信
拠

す
べ
き
史
料
に
準
拠
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
津
軽
一
粒
金
丹

に
つ
い
て
も
そ
の
概
要
し
か
判
明
し
な
か
っ
た
。

演
者
は
、
こ
こ
数
年
間
鋭
意
研
究
を
続
け
て
き
た
結
果
、
少
な
か

ら
ず
新
し
い
内
外
の
史
料
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
へ
の
ケ
シ

の
渡
来
、
お
よ
び
津
軽
一
粒
金
丹
の
研
究
を
一
歩
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
た
の
で
発
表
し
た
い
。

ま
ず
、
日
本
へ
の
ケ
シ
の
渡
来
に
関
し
て
は
、
他
の
植
物
な
ど
多

く
の
場
合
、
東
漸
北
上
の
原
則
に
従
う
の
で
あ
る
が
、
ケ
シ
に
関
す

る
室
町
時
代
以
前
の
情
報
は
、
九
州
、
四
国
、
中
国
、
関
西
、
関
東

ケ
シ
の
渡
来
と
津
軽
一
粒
金
丹松

木
明
知
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